
盛岡市上田堤  1-13-7

TEL・FAX019-663-0547

 (携帯) 090-7070-8724
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2019年2月・3月 号

NPO法人 いわて森林再生研究会

おらたちは森林の環境を守り、未来の資源づくりにつとめます

ホ ー ム ペ ー ジ ： http://i-sinrinsaisei.org/ ブ ロ グ ： http://iwatesinrinsaisei.sblo.jp

※　講師派遣のスケジュールは5pを見てください。
※　他団体の活動についてはそれぞれのページをみてください。

山の間伐材を集めてその場で作業道の路肩補強。　環境にやさしい森林整備の可能性はどこまでも広がります。

 　「ただ伐り出す」だけでは さびしい
　　   ～生態系を壊さない木材生産を～

   チョッと気になることがあります。この
 ところ県内に立地した発電所や合板工場に
 燃料とか合板材の原木として立木の伐り出
 しが盛んに行われています。気になるのは
 伐り出した林地の跡を如何するのかです。
 それに伐り出し方法も殆どが皆伐で、ガリ
 ガリと林地＝森林生態系を ‟はだけて”丸
 裸にするのも気懸りです。これだと後、50
 年、あるいは 100年も経たないと収穫 (収
 入) ゼロです。こんなことを繰り返してい
 ては何の展望もありません。
　 ところが、地球の反対側のヨーロッパで
 は森林生態系を壊さないで木材生産を成り
 立たせています。ポイントは ‟自然に近い
 森づくり”です。木の成長は自然にまかせ
 て、やたらに手をかけません (経費が少な
 くて済みます )。収穫は、その時々に売れ
 る木を選んで抜き伐り (択伐) するスタイ
 ルです。生態系が痛まないので持続可能な
 木材生産ができるのです。日本とは随分ち
 がった森林づくりと利用の仕方です。
　 このヨーロッパの森林づくりを手本にし
 ている県があります。長野県です。オース
 トリアと連携して、森林行政をヨーロッパ
 型に転換しようとしています (築地書館発
 行「信州はエネルギーシフトする」)。
   このように、長野県が先行していますが、
 近い将来、日本の森林づくりもヨーロッパ
 型に変わると思います。それは森林生態系
 を守るという地球の環境倫理と木材生産を
 両立させているからです。簡単にいえば地
 球の息づかいに合っているからです。

　月　日         内     容
 間伐材の日‥用材づくり
　　集合　ギダジ
　「オープン講座」‥:特別公園
   集合･･盛岡市上田公民館
　「講習」‥:特別教育
    場所･･中野地区活動センター

　「講座」‥:現場研修
    　集合　ギダジ
 間伐材の日‥点検整備
    　集合　ギダジ
　「講座」‥:現場研修
    　集合　ギダジ

 活動カレンダー　２/1～３/31

2/11(月)

23(土)

 17(日)

16(土)

3/9(土)

24(日)
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3p
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 「間伐材の資源化プロジェクト」
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＜ ２月のスケジュール＞

■  間伐材の製材

　　と　き　２月11日(月)
  　集　合　ギダジ研修場　9:00～15:00
　　内　容　用材づくり
　　　　　　木工作用に製材をします

１２～１月の活動から

 「間伐材の資源化プロジェクト」

「緑の募金事業」に採用されました。
　「　薪づくり / 炭焼き / 木工教室 / きのこ栽培 です」
　一般の方々も誘って自由に参加ください。

＜ ３月のスケジュール＞

　「岩手切り炭」の（会員価格）
　　ナラ・雑木炭　５００円／５ｋｇ
　　ス　ギ　炭　　４００円／５ｋｇ
　　購入希望者は090-2274-9201(佐藤勝男）まで。

■  ギダジ研修場の整理と機材整備

　　と　き　3月1７日(日)　9:00～15:00
  　集　合　ギダジ研修場
　　内　容　小屋内片づけと機材の点検整備
　

　「板材」の配布
　　間伐材から製材した板を無償配布します。
　　希望者は厚さ・長さ・枚数を
　　090-4553-6903（岩崎)まで。

□  12/2・22・1/27　製材と機材整備・冬支度　於ギダジ
　スギ間伐材や伐採木を製材して板づくりし、用材を準備。
　作業小屋と機材の整備で冬支度。　　年明けも元気に活動しました。

□  1月11日
間伐材利用コンクールの授賞式に出席
　東京の授賞式に当会林野　繁さんが出席して
授賞式では会の活動を発表してきました。
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 「森のチェーンソー講座」‥‥県民参加の森林づくり事業 (森林税事業)

■ 「講座」･「オープン講座」開講日‥‥
　
と　き　2月 16日 (土) 　9:00 ～16:00
 
ところ  盛岡市上田公民館　（盛岡ﾊﾞｲﾊﾟｽ･NHK隣）
　　　　　　　　　　　　　　　　※駐車場が満車の場合は、近くの
　　　　　　　　　　　　「高松池入口」の駐車場へ。

内　容  応急手当法 （午前）講師　日赤岩手県支部
 
　　　  特別講演 　（午後1:00～ ）
　　　　　　　　　　　　 ※どなたでも参加できます。

       ◆「世界の森づくりと日本林業」
　　　　 　講師　山本信次 先生　(岩手大学準教授）

       ◆「広葉樹資源」
　　　　 　講師　田口春孝 さん(岩手モクアート社長)

□ 12/8 (土)　「講座」‥ 中野地区活動センター
　　　　　　　　　          参加 　受講者17人 スタッフ12人

■「講座」開講日‥‥

と　き　3月 9日(土),  24(日) 9:00 ～15:00

集　合  ギダジ研修場
　　　　　※積雪等により駐車ができない場合は当日指示します。

内　容  枝打ち
　　　　研修のまとめ　その他

＜ 2月のスケジュール ＞

＜ 3月のスケジュール ＞

◆チェーンソーの構造・目立て

　■　「特別教育修了証」取得の講習

　　　～　安全衛生に関する法規等　～
　
    と　き　2月 23日 (土) 9:00～12:00
　  ところ　中野地区活動センター
  　内　容　労働安全規則（法令）の学習
　　参加費　5,000　円
　　　　　　（テキスト代、交付手数料）
　
　　※　参加申込・問合せは事務局まで
　　※　受講資格は「講座」を３月までに年
　　　間10回以上参加する見込みのある方。
　　※　会員で「修了証」交付を受けたい方。

◇「図解チェーンソーワーク入門」
◇　二丁差し（鉈･ノコ）
◇　ヘルメット
　

※活動日に参加できない人は
返却方法を相談しましょう。
　事務局：090-7070-8720

◆「心豊かに生きる」講師　𠮷田大信 さん (祇陀寺住職）

◆「岩手の森林と製材」講師　小笠原清貴 さん　(二和木材社長）

切れ具合をタイム測定

肘･手･ヤスリは一直線か
な？　手の甲は下向き！

□ 1/20 (日)　「オープン講座」‥ プラザおでって
　　　　　　　　　参加者　４７人

カバーを外して内部の仕組みの説明

意思決定して一歩前進

すれば必ずついてくる！

自然と折り合いをつけながら良い環境を享
受しつつ木材（一種の副産物）を活用。

どんな森林を育てるか････

   1月の活動から

  12 月の活動から

◆返却のお願い　～教本･道具
～

頑張りすぎる人の毎日をラクにする提案
　・心をゆるめる････
　・日々の小さなことを大切に････
　・たまには気晴らしを････



　　　　・正式事業名・・・森林・山村多面的機能発揮対策交付金事業

　■「里山の安全講習」・・・教育・研修活動 　■「里山の安全講習」・・・教育・研修活動

活動計画ありません 活動計画ありません

　■里山・資源利用 　■里山・資源利用

活動計画ありません 活動計画ありません

　■里山・環境保全 　■里山・環境保全

活動計画ありません 活動計画ありません

森林の有する多面的機能   地球環境保全機能

★ 地球温暖化の防止
　森林は、植物の光合成により地球温暖化の原因となるCO2を吸収し、その木部や地
　表・地中に堆積する生物遺体に、炭素として貯蔵する。

★ 化石燃料代替
　森林バイオマスエネルギーは森林の光合成により作られる循環型エネルギーであり
　これの消費で、化石燃料の消費を抑え、CO2放出防止効果が期待できる。
　　　2016年度木材総需要量　75,300千㎥
　　　　　　　　　薪炭材量　　　 　 4,102千㎥ (5,4%) ・・・前年度 プラス 1,162千㎥

（バイオマス発電燃料として消費増加した。）

★ 地球気候システム」の安定化
　森林植生の樹冠遮断蒸発と、光合成に伴う蒸散作用で、地域の蒸発散量は大きくな
　る。この作用で森林の広がりは、大気大循環に影響し、地球気候システムの安定化
　に寄与している。

森林の有する多面的機能 　土砂災害防止機能/土壌保全機能

★ 表面浸食防止・表層崩壊防止・その他土砂災害防止
　森林は落葉落枝や林床植生が土壌の表面を保護し、雨水はほとんど地中に浸透し「
　表面浸食」・「表層崩壊」を防いでいる。ひいては「土砂災害防止」機能を有しいると言
　える。森林は、落石や土石流の防止、海岸での飛砂の防止も可能。また、土砂が下
　流に流出すると河川の氾濫や濁水などの被害をもたらすので「土砂流出防止」も重要
　な機能。表土層の保全は有機物に富む土壌層の流出を防止するもので、森林の「土
　壌保全」機能として個別に評価することができる。

★ 雪崩防止・暴風・防雪・水源涵養機能表面浸食防止
　「防災林」としての、雪崩防止林・防雪林・防風林・防砂林等がある。
　「土砂災害防止機能」とその他の「自然災害防止機能」、さらに「水源涵養機能」は森
　林の「国土保全機能」と呼ばれる。
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12/5　 11人参加 安全作業を確認しながら 12/6  7人参加 本年度最後の伐倒

　□環境保全・・・間伐作業（伐木・枝払い・玉切り・木寄せ）

里山整備対策事業・・・・・林野庁の交付金事業

２月のスケジュール ３月のスケジュール

１２/　１月の活動から



主　催　団　体　名

派遣・・藤原隆雄・細田一夫・矢神光政の3人

派遣・・斉藤文男・藤原隆雄・村上御幸・矢神光政の４人

 12/ 9　基本姿勢 　12/ 9 一連作業完結    　1/13 危険予知訓練（KYT）　　　　 3 森林づくり講義
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事　業　名 備　　考　　月　　日

　　　　　　　　講師派遣事業　(安全技術普及活動)

2/17（日） 第7期　山仕事入門講座
 NPO法人遠野エコネット

紫波みらい研究所 全８回

          〃
全11回

3/10（日）

2/10（日） 山仕事初級講座

＜ 2 /  3月 の スケジュール＞

＜12 / 1月の活動から＞

□　12 / 9 (日) 遠野エコネット‥　　7 年目の「山仕事入門講座」

  テーマ ‥‥間伐・集材の実習

  テーマ ‥‥安全講習、森林づくり（座学）

□　1 / 13 (日)遠野エコネット・・　   7年目の「山仕事入門講座」

□　12/9(日) 紫波みらい研究所‥「山仕事初級講座」
     テーマ・・・・広葉樹の伐木　　　派遣‥鎌田健造、岩井信之、岩崎宏の3人

□　1/13(日) 紫波みらい研究所‥「山仕事初級講座」
     テーマ・・・・安全作業の確認と広葉樹の伐木　　　派遣‥鎌田健造、岩井信之、岩崎宏の3人



'19年 2月、3月号 代表 鎌田 健造
      事務局　盛岡市上田堤 1-13-7 (斉藤 )

　TEL・FAX  019-663-0547 (携)　090-7070-8724

＜ 2月, 3月のスケジュール ＞
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☞　テキスト改訂・ＤＶＤ版
　
　・テキスト(冊子)は70ページ
    を超すものになりそうなの
    で完成期限の延長をお願いしてい
    ます。
　・ＤＶＤ(動画)の方は期限通り今、
　　1月末日までに完成します。この会
　　報が届くころには出来てると思い
　　ます。内容は Ｖ字伐り、追いヅル
　　伐りなど“こんなときの伐木法”
　　などを特集風に編集しました。
　　ご期待ください。

□ 1/20  新年会
　今年も遅ればせの新年会になりました。
　　　　　　　　　　　　　 参加26人、
                            飲み会は“自分
”　　　　　　　　　　　　　を表現する場”。
　　　　　　　　　　　　　  人と話せば世界も
                            広がる。
　　　　　　　　　　　　　　ノミニケーション。

　☞ 受講者 募集 はじまる

　　'19年度「森のチェーンソー講座」

☞　2月16日　オープン講座のお知らせ

この日の午後、誰でも聴講できます。
内容など詳しくは 3ヘージを見てください。
めったに聴けない話になると思います。
お待ちしてます。

  募集が始まりました！
 みなさんの 知り合いでチェー
ンソーの使い方に関 心のある
方がおられましたら紹介してく
 ださい。資料をお送りします。

連絡先　携帯  090-7070-8724
(事務局) FAX  019-663-0547

最終段階のデジタル編集‥‥
映像制作者・千葉洋喜さんのラ
ボ(北上市和賀町)。DVDはここで
生まれます。

まんず、今年も
よろしく。
‥‥こちらこ
そ。

各活動分野の今月のスケジュール・前月の 
活動詳細は下記のページを見てください。 

◆「間伐材利活用」‥‥‥‥‥ ☞ 2 ページ 

◆「森のチェーンソー講座」‥‥☞ 3 ページ 

◆「里山事業」‥‥‥‥‥‥   ☞ 4 ページ 

◆「派遣事業」 ‥‥‥‥‥‥  ☞ 5 ページ 

◆「研究会」 ‥‥‥‥       ☞ 6ページ 

◆「やる気のページ」‥‥‥‥ ☞ 7ページ 



　やる気のページ
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■　JAS（日本農林規格）による材積の簡易計算
　
　　直径×直径×長さ＝丸太の体積（㎥）
　　（直径は末口で）

■　山の立木材積の計算
　
　　標準地材積×山の面積＝立木の材積
　　（詳しくは事務局に問い合わせ）

■　有効に使える材積は？

　　建築材　＝　５～６割程度
　　薪用途　＝　７割程度（経験値）

※　現場での簡単な数え方

　１㎥　＝　直径20cm長さ2ｍの丸太が１６本

　自分たちの活動や結果を言葉で説明することは難しいです
が、数字で表せればわかってもらえることも多いはず。身近
な計算からはじめてみましょう。

　丸太の材積計算

　木材を扱う量の計算を再確
認。
(岩)

施業プランナーのコーナー

□搬出材や立木の量を伝
える。
　
　山に生えている木、活動し
たボリュームをわかりやすく
説明できる計算を考えてみま
しょう。

■「間伐材を活用しよう」

当会の会員が活用した間伐材の紹介です。

ふくろうの止まり木棚

小屋・屋根の垂木

 当会の活動で伐った間伐材を搬
出、製材した板を会員に配布。
それぞれがさまざまな利用をして
います。
　山の手入れで発生した材は切り
捨てにせず搬出して活用すれば環
境保護につながる立派な活動で
す。

自由な活用アイデアを事務局まで
お寄せください。

カッティングボード
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